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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第116期

第２四半期連結
累計期間

第117期
第２四半期連結
累計期間

第116期
第２四半期連結
会計期間

第117期
第２四半期連結
会計期間

第116期

会計期間

自　平成20年
４月１日

至　平成20年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成20年
７月１日

至　平成20年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成20年
４月１日

至　平成21年
３月31日

売上高　　　　　　　 　(百万円) 76,375 69,806 36,521 32,093 167,980

経常利益

又は経常損失(△)　　　 (百万円)
△1,205 4,125 △3,003 △988 5,960

四半期(当期)純利益

又は四半期純損失(△)　 (百万円)
△2,066 2,385 △2,683 △537 2,398

純資産額　　　　　  　 (百万円) ― ― 55,941 59,172 56,736

総資産額　　        　 (百万円) ― ― 261,310 252,568 253,247

１株当たり純資産額　  　 (円) ― ― 144.91 153.08 147.73

１株当たり四半期(当期)純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金

額(△)　 　　　　　　　  (円)

△5.57 6.42　 △7.23 △1.45 6.46

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額   (円)
― ― ― ― ―

自己資本比率             (％)― ― 20.6 22.5 21.7

営業活動による

キャッシュ・フロー　   (百万円)
6,749 14,952 ― ― 25,478

投資活動による

キャッシュ・フロー　   (百万円)
△8,788 △14,304 ― ― △13,575

財務活動による

キャッシュ・フロー     (百万円)
4,024 △1,513 ― ― △10,885

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高　   (百万円)
― ― 8,642 7,802 8,666

従業員数　　　　         (人) 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
― ― 3,377 3,519 3,499　

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はない。

また、主要な関係会社についても異動はない。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 3,519(999)

（注）１　従業員数は就業人員である。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員である。

 

(2）提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,536(255)

（注）１　従業員数は就業人員である。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員である。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社グループにおいては、「ガスセグメント」が、生産及び販売活動の中心となっており、外部顧客に対する売上高

及び営業費用において連結合計の大半を占めている。また、当該セグメント以外のセグメントが生産及び販売する製

品・サービスは広範囲かつ多種多様であり、受注形態をとらないものも多い。

このため、以下は、「ガスセグメント」における生産、受注及び販売の状況について記載している。

 

(1）生産実績

品名
前第２四半期連結会計期間　
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間　
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

　ガス（千ｍ3） 201,362 197,912　

　 　　  

(2）受注状況

ガス事業については、その性質上受注生産は行っていない。

 

(3）販売実績

当社のガス供給区域は福岡、熊本、佐世保、長崎、島原及び北九州の各地区で、それぞれの地区に設けた工場で生産

したガスを導管により直接お客さまへ供給し、一部は卸供給をしている。

大牟田瓦斯㈱は、連結子会社であるエスジーケミカル㈱より製品ガスを仕入れ、導管により大牟田市及び荒尾市

のお客さまへ供給している。

また、久留米ガス㈱は、当社より製品ガスを仕入れ、導管により久留米市のお客さまへ供給している。

 

ガス販売実績

当第２四半期連結会計期間のガス販売実績は次のとおりである。

項目

前第２四半期連結会計期間　
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間　
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

数量（千ｍ3） 金額（百万円） 数量（千ｍ3） 金額（百万円）

 家庭用 39,081 10,585 40,706 10,354

 業務用その他 160,183 12,303 153,296 10,222

 計 199,264 22,889 194,002 20,576

　期末ガスお客さま数（戸） 1,141,497 1,165,051

（注）上記のほか、連結子会社において簡易ガス事業を行っており、売上高は前第２四半期連結会計期間703百万円、当

第２四半期連結会計期間752百万円である。

 

なお、ガス事業の性質上、ガスの販売量・売上高は冬期を中心とした期間に多く計上されるという季節変動要

因を抱えている。　　　　

  

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、事業等のリスクに重要な変更及び新たに生じたリスクはない。 
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３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

①　売上高

当第２四半期連結会計期間の売上高は、原料費調整制度によるガス料金単価の下方調整と金融危機に端を

発した景気低迷等の影響によるガス販売量の減少によってガス売上高が減少したことと、連結子会社におい

ても景気低迷の影響によりＬＰＧ売上、器具売上等が減少したことによって、前年同四半期と比べ12.1％減少

の32,093百万円となった。

なお、売上高の大半を占める都市ガスの販売面については、家庭用ガス販売量が、当第２四半期連結会計期

間では久留米ガス㈱が加わったこと等により前年同四半期と比べ4.2％増加したものの、業務用ガス販売量

は、景気停滞による大口需要の稼動低下等により前年同四半期と比べ4.3％減少した。その結果、都市ガス販売

量は、前年同四半期と比べ2.6％減少の194,002千㎥となった。

②　営業損益

当第２四半期連結会計期間の営業損益は、原油価格の下落等による都市ガス原材料費の減少があったもの

の、ガス売上が冬期を中心とした期間に多く計上されるという季節変動要因等により、748百万円の損失（前

年同四半期は2,763百万円の営業損失）となった。

③　経常損益

当第２四半期連結会計期間の経常損益は、営業損失の計上等により、988百万円の損失（前年同四半期は

3,003百万円の経常損失）となった。

④　四半期純損益

当第２四半期連結会計期間の四半期純損益は、経常損失の計上等により、537百万円の純損失（前年同四半

期は2,683百万円の四半期純損失）となった。

　 

(2) 財政状態の分析

①　固定資産

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は217,568百万円であり、前連結会計年度末に比べ

4,688百万円増加した。これは、有形固定資産の減価償却が進んだものの、連結子会社である久留米ガス(株)が

久留米市からガス事業を承継したことに伴う有形固定資産の増加と、株価の上昇による投資有価証券の増加

等によるものである。

②　流動資産　

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は34,999百万円であり、前連結会計年度末に比べ

5,368百万円減少した。これはガス事業の売上が冬期に多く計上されるという季節変動要因によって、受取手

形及び売掛金が前連結会計年度末より5,369百万円減少したこと等によるものである。

③　固定負債　

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は126,826百万円であり、前連結会計年度末に比べ

2,281百万円減少した。これは、長期借入金が3,170百万円減少したこと等によるものである。

④　流動負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は66,569百万円であり、前連結会計年度末に比べ834

百万円減少した。これは、未払法人税等が621百万円減少したこと等によるものである。

⑤　純資産　

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は59,172百万円であり、前連結会計年度末に比べ2,436

百万円増加した。これは、四半期純利益を計上したことにより利益剰余金が1,399百万円増加したことと、株価

の上昇に伴う含み益の増加により、その他有価証券評価差額金が810百万円増加したこと等によるものであ

る。
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(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期連結会

計期間末と比べ342百万円減少して7,802百万円となった。各キャッシュフローの状況は以下のとおりである。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー　　

当第２四半期連結会計期間に営業活動により得られた資金は、6,819百万円となり、前第２四半期連結会計

期間と比べ5,011百万円増加した。これは主に税金等調整前四半期純損失が減少したこと等によるものであ

る。  

②　投資活動によるキャッシュ・フロー　　

当第２四半期連結会計期間に投資活動により使用した資金は、4,851百万円となり、前第２四半期連結会計

期間に比べ1,443百万円増加した。これは主に有価証券の取得による支出が減少したのに対し、有価証券の売

却による収入が減少したこと、有形及び無形固定資産の取得による支出が増加したこと等によるものである。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー　　

当第２四半期連結会計期間に財務活動により支出した資金は、2,310百万円となった（前第２四半期連結会

計期間は3,022百万円の調達）。これは主に長期借入による収入が減少したこと等によるものである。

　  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はない。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は277百万円である。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はない。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はない。

 

EDINET提出書類

西部瓦斯株式会社(E04523)

四半期報告書

 7/27



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

   ①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　　　　 　　普通株式 800,000,000

計 800,000,000

 

　

   ②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 371,875,676 371,875,676

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

福岡証券取引所　

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式である。

単元株式数は1,000株で

ある。　

計 371,875,676 371,875,676 ― ―

 　

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当する事項はない。

 

  

（３）【ライツプランの内容】

該当する事項はない。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額

（百万円）

資本準備金　
残高　　　
（百万円）

　平成21年７月１日～

　平成21年９月30日
― 371,875,676― 20,629 ― 5,695
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（５）【大株主の状況】

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年９月30日現在

 氏名又は名称 住所 
所有株式数
（千株） 

 発行済株式総数に
対する所有株式数の
割合（％）

 日本生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 32,253 8.67 

 株式会社福岡銀行  福岡市中央区天神二丁目13－１ 18,359 4.93 

 株式会社西日本シティ銀行   福岡市博多区博多駅前三丁目１－１ 18,245 4.90 

 株式会社三井住友銀行   東京都千代田区有楽町一丁目１－２ 17,488 4.70 

 西部瓦斯持株会  福岡市博多区千代一丁目17－１ 8,785 2.36 

 中央三井信託銀行株式会社  東京都港区芝三丁目33－１ 8,489 2.28 

 第一生命保険相互会社    東京都千代田区有楽町一丁目13－１ 7,625 2.05 

 あいおい損害保険株式会社  東京都渋谷区恵比寿一丁目28－１ 7,076 1.90 

 ＳＧ共栄会 福岡市博多区千代一丁目17－１ 6,602 1.77 

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－11 6,372 1.71 

 計  ― 131,296 35.30 
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（６）【議決権の状況】

　　　

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

 (自己保有株式）

 普通株式　　 520,000

（相互保有株式）

 普通株式　　　 1,000

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 370,177,000 370,177 ―

単元未満株式 普通株式　 1,177,676 ― ―

発行済株式総数 371,875,676 ― ―

総株主の議決権 ― 370,177 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式365株と当社所有の自己株式256株が含まれて

　　　いる。

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義　　所
有株式数
（株）

他人名義　　所
有株式数
（株）

所有株式数　
の合計　　
（株）

発行済株式　　総
数に対する　　　
所有株式数　　の

割合
（％）

（自己保有株式）

西部瓦斯株式会社

福岡市博多区

千代一丁目17－1
520,000 ― 520,000 0.14

（相互保有株式）

株式会社インターライフ

熊本市

萩原町12－16　
1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 521,000 ― 521,000 0.14

（注）このほか、株主名簿上は当社名義となっているが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権1個）ある。

なお、当該株式は「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれている。

当第２四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は、520,256株である。　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

月別 平成21年４月　 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 264 255 255 257 257 255

最低（円） 243 240 240 244 248 249

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものである。

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はない。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）

に基づいて作成している。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則及びガス事業会計規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平

成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則及びガス事業会計規則に基づいて

作成している。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期連結会計期間（平成21年

７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けている。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日

をもって有限責任監査法人トーマツとなっている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 33,871 34,893

供給設備 66,398 64,478

業務設備 5,655 5,580

その他の設備 70,936 71,562

建設仮勘定 3,485 1,606

有形固定資産合計 ※1
 180,347

※1
 178,120

無形固定資産

のれん 774 760

その他無形固定資産 3,786 3,164

無形固定資産合計 4,561 3,925

投資その他の資産

投資有価証券 22,785 21,061

長期貸付金 1,800 1,518

繰延税金資産 2,748 2,487

その他投資 5,855 6,285

貸倒引当金 △529 △518

投資その他の資産合計 32,659 30,834

固定資産合計 217,568 212,880

流動資産

現金及び預金 8,695 9,629

受取手形及び売掛金 11,902 17,271

商品及び製品 1,570 1,571

仕掛品 2,739 2,073

原材料及び貯蔵品 2,403 2,970

繰延税金資産 2,690 2,366

その他流動資産 5,201 4,707

貸倒引当金 △202 △222

流動資産合計 34,999 40,367

資産合計 252,568 253,247
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 87,459 90,629

繰延税金負債 232 39

退職給付引当金 3,265 3,177

ガスホルダー修繕引当金 572 529

保安対策引当金 213 459

負ののれん 262 293

その他固定負債 4,820 3,980

固定負債合計 126,826 129,107

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 18,557 22,162

支払手形及び買掛金 7,089 7,684

短期借入金 26,518 20,698

未払法人税等 2,502 3,123

役員賞与引当金 36 154

その他流動負債 11,863 13,579

流動負債合計 66,569 67,403

負債合計 193,396 196,511

純資産の部

株主資本

資本金 20,629 20,629

資本剰余金 5,804 5,804

利益剰余金 29,882 28,483

自己株式 △122 △120

株主資本合計 56,194 54,796

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,366 556

繰延ヘッジ損益 △715 △491

評価・換算差額等合計 651 65

少数株主持分 2,325 1,874

純資産合計 59,172 56,736

負債純資産合計 252,568 253,247

EDINET提出書類

西部瓦斯株式会社(E04523)

四半期報告書

13/27



（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 76,375 69,806

売上原価 44,426 32,101

売上総利益 31,948 37,705

供給販売費及び一般管理費 ※1
 32,688

※1
 33,287

営業利益又は営業損失（△） △739 4,417

営業外収益

受取利息 35 19

受取配当金 212 190

負ののれん償却額 － 32

持分法による投資利益 69 56

雑賃貸料 262 274

雑収入 485 639

営業外収益合計 1,065 1,213

営業外費用

支払利息 1,222 1,123

雑支出 309 382

営業外費用合計 1,531 1,505

経常利益又は経常損失（△） △1,205 4,125

特別利益

固定資産売却益 68 －

特別利益合計 68 －

特別損失

固定資産売却損 25 －

固定資産除却損 － 69

減損損失 820 －

投資有価証券評価損 171 80

たな卸資産評価損 51 －

特別損失合計 1,068 149

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,205 3,976

法人税等 △339 1,324

少数株主利益 200 266

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,066 2,385
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 36,521 32,093

売上原価 23,095 16,289

売上総利益 13,425 15,803

供給販売費及び一般管理費 ※1
 16,189

※1
 16,551

営業損失（△） △2,763 △748

営業外収益

受取利息 19 10

受取配当金 10 10

負ののれん償却額 － 17

持分法による投資利益 50 37

雑賃貸料 117 111

雑収入 272 219

営業外収益合計 470 406

営業外費用

支払利息 618 558

雑支出 91 88

営業外費用合計 709 646

経常損失（△） △3,003 △988

特別利益

固定資産売却益 29 －

特別利益合計 29 －

特別損失

固定資産売却損 25 －

固定資産除却損 － 0

減損損失 820 －

投資有価証券評価損 171 80

特別損失合計 1,017 80

税金等調整前四半期純損失（△） △3,990 △1,068

法人税等 △1,386 △693

少数株主利益 79 162

四半期純損失（△） △2,683 △537
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,205 3,976

減価償却費 8,878 8,515

長期前払費用の償却及び除却 715 638

減損損失 820 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △92 △8

受取利息及び受取配当金 △247 △209

支払利息 1,222 1,123

投資有価証券評価損益（△は益） 171 80

有形及び無形固定資産の売却損益（△は益） △68 5

売上債権の増減額（△は増加） 4,855 5,976

たな卸資産の増減額（△は増加） △456 △97

仕入債務の増減額（△は減少） △3,484 △619

その他 △1,784 △1,215

小計 8,322 18,164

利息及び配当金の受取額 265 230

利息の支払額 △1,211 △1,148

法人税等の支払額 △626 △2,294

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,749 14,952

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,595 △7,532

有形及び無形固定資産の売却による収入 116 43

長期前払費用の取得による支出 △649 △617

投資有価証券の取得による支出 △822 △746

投資有価証券の売却による収入 18 5

有価証券の取得による支出 △2,498 △699

有価証券の売却による収入 1,000 699

事業譲受による支出 － △5,414

その他 642 △41

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,788 △14,304

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,931 6,320

長期借入れによる収入 17,100 7,920

長期借入金の返済による支出 △8,000 △14,705

自己株式の純増減額（△は増加） △5 △1

少数株主からの払込みによる収入 － 320

配当金の支払額 △1,114 △1,117

少数株主への配当金の支払額 △24 △22

その他 － △226

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,024 △1,513

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,985 △864

現金及び現金同等物の期首残高 5,740 8,666

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 916 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,642 7,802
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
 
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　
至　平成21年９月30日)　

１　連結の範囲に関する事項の変更 連結子会社数　２８社

西部ガスリアルライフ福岡㈱は、新たに設立したため、当第２四半期連結会

計期間より連結の範囲に含めている。

また、㈱千代文化スポーツセンターは、平成21年７月１日付で、連結子会社

である西部ガス興商㈱に吸収合併されたことにより、連結の範囲から除外し

ている。　

２　会計処理基準に関する事項の変更 （1）完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用し

ていたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年

12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会

計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事について

は工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用している。

　なお、この変更による損益への影響はない。

　

（2）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更　

有価証券　

その他有価証券　

時価のあるもの

　その他有価証券のうち時価のあるものについては、期末日の市場価格等に

基づく時価法によっていたが、その他有価証券の保有目的に鑑み、市場にお

ける短期的価格変動による直接的影響を排除し、財政状態をより適切に表

すため、第１四半期連結会計期間から期末日前１ヶ月の市場価格等の平均

に基づく時価法に変更している。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、投資有価証券は449百万

円、繰延税金負債（固定負債）は162百万円、その他有価証券評価差額金は

286百万円それぞれ増加している。

　なお、この変更による損益への影響はない。

 　　

【簡便な会計処理】

　
 
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　
至　平成21年９月30日)　

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定している。　　　　

２　たな卸資産の評価方法 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を

省略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっている。

３　固定資産の減価償却費の算定方法　 一部の子会社において、固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積り

を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法によっている。

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっている。

４　法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合

に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっている。　 　

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

税金費用の計算 当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっている。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示している。　

 　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであ

る。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであ

る。

減価償却累計額 394,299百万円 減価償却累計額 388,245百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１  このうち、主要な費目及び金額は次のとおりである。※１  このうち、主要な費目及び金額は次のとおりである。

退職給付引当金引当額 900百万円

ガスホルダー修繕引当金引当額 11 

貸倒引当金引当額 39 

退職給付引当金引当額 1,066百万円

ガスホルダー修繕引当金引当額 12 

貸倒引当金引当額 79 

  ２  当社グループの売上高は、ガス事業のウエイトが高

いため、冬期を中心とした期間に多く計上されるとい

う季節変動要因を抱えている。

  ２  同左

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１  このうち、主要な費目及び金額は次のとおりである。※１  このうち、主要な費目及び金額は次のとおりである。

退職給付引当金引当額  445百万円

ガスホルダー修繕引当金引当額 5 

貸倒引当金引当額 37 

退職給付引当金引当額  532百万円

ガスホルダー修繕引当金引当額 6 

貸倒引当金引当額 29 

  ２  当社グループの売上高は、ガス事業のウエイトが高

いため、冬期を中心とした期間に多く計上されるとい

う季節変動要因を抱えている。

  ２  同左

 

EDINET提出書類

西部瓦斯株式会社(E04523)

四半期報告書

18/27



 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　(平成20年９月30日現在)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　(平成21年９月30日現在)

現金及び預金勘定 8,554百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △911 

有価証券勘定に含まれる譲渡性預金 1,000 

現金及び現金同等物 8,642 

現金及び預金勘定 8,695百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △892 

現金及び現金同等物 7,802　

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 371,875

 

２　自己株式に関する事項

　　  株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 520

 

３　新株予約権等に関する事項

該当する事項はない。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資　
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 1,114 3.00平成21年３月31日平成21年６月29日

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資　
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成21年11月５日

取締役会
普通株式 利益剰余金 1,114 3.00平成21年９月30日平成21年12月１日

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項　

該当する事項はない。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日） 

 
ガス
 

（百万円）

工事及び　　　
器具

（百万円）

ＬＰＧ
 

（百万円）

不動産　　賃
貸　

（百万円）

その他の　事
業　

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
 

（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に

対する売上高
23,3253,949 2,873 562 5,81136,521 ― 36,521

(2）セグメント間
の内部売上高
又は振替高

267 14 1,138 972 2,361 4,753(4,753) ―

計 23,5923,963 4,011 1,534 8,17241,275(4,753) 36,521

営業利益又は

営業損失（△）　
△322 △35 297 517 344 801 (3,564) △2,763

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日） 

 
ガス
 

（百万円）

工事及び　　　
器具

（百万円）

ＬＰＧ
 

（百万円）

不動産　　賃
貸　

（百万円）

その他の　事
業　

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
 

（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に

対する売上高
20,9832,937 2,238 549 5,38432,093 ― 32,093

(2）セグメント間
の内部売上高
又は振替高

345 126 478 984 2,730 4,664(4,664) ―

計 21,3283,063 2,717 1,533 8,11436,758(4,664) 32,093

営業利益又は

営業損失（△）　
1,643 △6 201 521 354 2,715(3,463) △748
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日） 

 
ガス
  

（百万円）

工事及び　　　
器具

（百万円）

ＬＰＧ
 

（百万円）

不動産　　賃
貸　

（百万円）

その他の　事
業　

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
 

（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に

対する売上高
50,3167,066 6,198 1,13211,66076,375 ― 76,375

(2）セグメント間
の内部売上高
又は振替高

396 312 2,269 1,883 4,281 9,142(9,142) ―

計 50,7127,379 8,468 3,01615,94185,518(9,142) 76,375

営業利益又は

営業損失（△）
3,901 △30 587 1,039 784 6,282(7,021) △739

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日） 

 
ガス
  

（百万円）

工事及び　　　
器具

（百万円）

ＬＰＧ
 

（百万円）

不動産　　賃
貸　

（百万円）

その他の　事
業　

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
 

（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に

対する売上高
47,8465,848 4,799 1,08310,22869,806 ― 69,806

(2）セグメント間
の内部売上高
又は振替高

680 285 809 1,947 4,902 8,625(8,625) ―

計 48,5266,134 5,608 3,03015,13178,432(8,625) 69,806

営業利益又は

営業損失（△）
9,321 △39 526 1,039 606 11,453(7,035) 4,417

（注）１  事業区分の方法

事業区分は、主としてガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっている。

２  各区分に属する主要な製品等の名称 

事業区分 各区分に属する主要な製品等の名称

ガス ガス、簡易ガス　

工事及び器具  お客さま負担の内管工事、ガス機器等

ＬＰＧ ＬＰＧ、ＬＰＧ機器　

不動産賃貸 不動産賃貸及び管理等　

その他の事業
熱供給、ガス設備設計施工、情報処理サービス、中華料理店の経営、不動産販売、

介護事業等　

３　会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間　

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）を適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営

業損益は、工事及び器具事業が36百万円減少している。

　　

【所在地別セグメント情報】

海外に事業所はないため、該当する事項はない。 

 

【海外売上高】

海外において営業活動を行っていないため、該当する事項はない。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

有価証券について、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略している。

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

当社グループは、デリバティブ取引にはヘッジ会計を適用しているので、注記の対象から除いている。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当する事項はない。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額   153円08銭 １株当たり純資産額 147円73銭

 

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △5円57銭 １株当たり四半期純利益金額 　　6円42銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していない。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △2,066 2,385

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△2,066 2,385

普通株式の期中平均株式数（千株） 371,351 371,357

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △7円23銭 １株当たり四半期純損失金額（△） △1円45銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載していない。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（△）（百万円） △2,683 △537

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △2,683 △537

普通株式の期中平均株式数（千株） 371,393 371,355

　

EDINET提出書類

西部瓦斯株式会社(E04523)

四半期報告書

23/27



（重要な後発事象）

該当する事項はない。

 

（リース取引関係）

前連結会計年度末に比べてリース取引残高に著しい変動は認められない。

　

２【その他】

第117期事業年度の中間配当について

平成21年11月５日開催の取締役会において、次のとおり決議した。

（イ） 中間配当による配当金の総額　　　　　　　1,114百万円

（ロ） １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　３円　 

（ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成21年12月１日

（注）平成21年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 　  

   

 

    
平成20年11月７日

　

西部瓦斯株式会社

　
    

　取締役会　御中     

     

  監査法人　ト　ー　マ　ツ　   

     

 
指定社員
業務執行社員

 
 
公認会計士　 丸  林　信  幸　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 青  野　　  弘　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 磯　俣　克　平　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西部瓦斯株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西部瓦斯株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（※）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　　　　　

　　期報告書提出会社）が別途保管している。

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 　  

   

 

    
平成21年11月５日

　

西部瓦斯株式会社

　
    

　取締役会　御中     

     

  有限責任監査法人トーマツ   

     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士　 丸  林　信  幸　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 青  野　　  弘　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 磯　俣　克　平　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西部瓦斯株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西部瓦斯株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（※）　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　　　　　

　　期報告書提出会社）が別途保管している。

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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